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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 1

全部書いてもたいしたことはありません。

十の位を０にすることはできません。

十の位を１にしたとき，残っているカードは０，１，２ですから，１０，１１，１２

の3通りの整数ができます。

十の位を２にしたとき，残っているカードは０，１，１ですから，２０，２１の 2通

りの整数ができます。

全部で，3＋2＝ 5 (通り)の整数ができたことになります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 2

色に関係なく 3枚を並べる方法としては， ， があります。

は と同じ並べ方だし， は と同じ並べ方であることに注意し

ましょう。

のとき，3枚のうちどの 1枚を黒にするかによって， ， の 2通

りが考えられます。

のときも，3枚のうちどの 1枚を黒にするかによって， ， の 2通り

が考えられます。

全部で，2＋2＝ 4 (通り)の並べ方があります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 3

(1) 「赤」「青」「白」とわざわざ漢字で書くのはムダなので，赤を〇，青を×，白を△

にします。

「取り出す」のですから，たとえば〇×と×〇では，「〇と×を 1個ずつ取り出す」

という「取り出し方」は同じです。注意しましょう。

箱の中には赤が 3個，青が 2個，白が 1個入っていたのですから，〇〇〇××△が

入っていたことになります。

2個の取り出し方は，

〇が 2個の場合 … 〇〇の1通り

〇が 1個の場合 … 〇×，〇△の 2通り

〇が 0個の場合 … ××，×△の 2通り。△△は(△が 1個しかないので)できないこ

とに注意しましょう。

全部で，1＋2＋2＝ 5 (通り)です。

(2) (1)と同じように，箱の中に〇〇〇××△が入っていたことにします。

3個の取り出し方は，

〇が 3個の場合 … 〇〇〇の 1通り

〇が 2個の場合 … 〇〇×，〇〇△の 2通り

〇が 1個の場合 … 〇××，〇×△の 2通り。

〇△△は△が 1個しかないので無理です。

〇が 0個の場合 … ××△の 1通り

全部で，1＋2＋2＋1＝ 6 (通り)です。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 4

たとえば，右の図のように 2 cm，3 cm，7 cmの棒があったとします。

これらの 3本の棒で，三角形を作ろうとします。

まず，7 cmの棒を のように横にして置いておき，

そこに，2 cmの棒と 3 cmの棒を取りつけて， のようにして三角形を作ろ

うとします。

三角形を作ることはできませんね。無理に作ろうとすると となって

しまいます。

三角形が作れなかったのは，2 cmと3 cmの棒が短すぎたためです。

2 cmと 3 cmの棒の長さの合計が 7 cmよりも長ければ，三角形を作ることができたはずで

す。

つまり，3本の棒の長さをそれぞれ「小」「中」「大」とすると，「小」と「中」の合計

が「大」よりも長くなる必要があります。

小＋中 ＞ 大 ということです。

注意 小＋中＝大 の場合も，三角形は作れないことに注意しましょう。

この問題では，2 cm，4 cm，5 cm，6 cmの 4本の棒の中から 3本をえらんで三角形を作ろ

うとします。

4本のうち 3本をえらぶのですから，1本だけ選ばない棒があると考えて，

6 cmをえらばない場合 … 2 cm，4 cm，5 cmをえらびますが，2＋4＞ 5ですからＯＫです。

5 cmをえらばない場合 … 2 cm，4 cm，6 cmをえらびますが，2＋4＞ 6はダメです。

4 cmをえらばない場合 … 2 cm，5 cm，6 cmをえらびますが，2＋5＞ 6ですからＯＫです。

2 cmをえらばない場合 … 4 cm，5 cm，6 cmをえらびますが，4＋5＞ 6ですからＯＫです。

よって，答えは 3種類です。

7cm

7cm

2cm 3cm

7cm

3cm2cm

2cm
3cm

7cm
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 5

大小 2つのさいころをふるとき，出た目の合計は最大で 6＋6＝ 12です。

出た目の合計が 4の倍数になるのは，4，8，12の場合だけです。

出た目の合計が 4の場合 … (大，小)＝ ( 1，3 )，( 2，2 )，( 3，1 )の 3通りです。

出た目の合計が 8の場合 … (大，小)＝ ( 2，6 )，( 3，5 )，( 4，4 )，( 5，3 )，( 6，2 ) の

5通りです。

注意 さいころの目は6までしかないことに注意しましょう。

出た目の合計が 12の場合 … (大，小)＝ ( 6，6 )の 1通りです。

全部で，3＋5＋1＝ 9 (通り)です。

注意 たとえば，(大，小)＝ ( 1，3 )と，( 3，1 )はちがう出方です。

なぜなら，大川君と小川君という 2人がいたとして，「大川君に 1億円，小川君に

3億円」あげるのと，「大川君に 3億円，小川君に 1億円」あげるのでは，ちがうあ

げ方ですね。

このように，さいころにも大，小などと名前がついている場合は，別々の出方と

してカウントするのです。

さいころに名前がついていなくて，「 2つのさいころをふると 1と 3が出た」とい

うような場合は，「 1と 3が出る」のと「 3と 1が出る」のは同じ出方です。

なお，「 2人の人に」のように，人間を対象とする問題の場合は，問題に人の名前

が書いていなくても，名前がついているものとして解いていくのが常識です。

「 2人の人にそれぞれ 1億円と3億円をあげます。何通りのあげ方がありますか」

という問題だったら，答えは 1 通りではなく，2通りと答えますよね。それと同じ

です。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 6

(1) 右の図のように書いていけば，ＡからＢまでの道順は 35通り

であることがわかります。

別解 ＡからＢまでは 7本の道を通らなければなりませんが，

「→→→→→→→」のように横線だけ 7本書いてはＢまで

たどりつけず，7本の横線のうち 3本を縦線にしなければな
たて

りません。

7×6×5
「 7本中 3本」を縦線にするのですから， ＝ 35 (通り)になります。

3×2×1

(2) ×印をつけた道を削除して，

右の図のように書いていけば，ＡからＢまでの道順は

27通りであることがわかります。

別解 ×印をつけた道を必ず通る場合， のようになります。

ＡからＢまでの道順は， となるので 8通りです。

(1)で，ＡからＢまでの道順は全部で 35通りあることがわかっていますが，

その中で×印を必ず通るのは8通りありますから，×印を通らない道順は，

35－8＝ 27 (通り)になります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 7

(1) ＡからＢまでの道順は 3通りあり，そのそれぞれに対してＢからＣまでの道順は

5通りずつありますから，ＡからＢを通ってＣまでの道順は，3×5＝ 15 (通り)あり

ます。

(2) ＡからＢまでの道順は 3通り，ＢからＣまでの道順は 5通り，ＣからＢまでもどる

ときは，道は 5本ありますが行きに通った 1本は帰りには通れないので 4通り，Ｂか

らＡまでもどるときも道は 3本ありますが，行きに通った 1本は帰りには通れないの

で 2通りです。

全部で，3×5×4×2＝ 120 (通り)になります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 8

(1) 右の図のようにＡからＥの席を決めたとします。

Ａには 5人のうちだれかがすわるので 5通り，

ＢにはＡですわった人以外のだれかがすわるので 4通り，

ＣにはＡ，Ｂですわった人以外のだれかがすわるので 3通り，

ＤにはＡ，Ｂ，Ｃですわった人以外のだれかがすわるので 2通り，

ＥにはＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄですわった人以外のだれかがすわるので 1通り。

全部で，5×4×3×2×1＝ 120 (通り)の並び方があります。

(2) 両端が父と母になるので，

Ａが父でＥが母の場合，Ｂにはのこり3人のうちだれかがすわるので3通り，

ＣにはＢですわった人以外のだれかがすわるので2通り，

ＤにはＢ，Ｃですわった人以外のだれかがすわるので 1通り。

全部で，3×2×1＝ 6 (通り)の並び方があります。

Ａが母でＥが父の場合も，同じく6通りあります。

したがって，両端が父と母になるような並び方は，6×2＝ 12 (通り)あります。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 9

10 円玉は表か裏かの 2通り，50 円玉も表か裏かの 2通り，100 円玉も表か裏かの 2通

り，500円玉も表か裏かの2通りあります。

全部で，2×2×2×2＝ 16 (通り)あります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 10

(1) 3 けたの整数を作るのですから，百の位，十の位，一の位に並べるカードを選ぶ必

要があります。

０のカードを百の位でも並べていいことにすると，百の位は 5枚の

カードのうちどれかを並べるので5通り，十の位は百の位以外のどれ

かを並べるので 4通り，一の位は百の位と十の位以外のどれかを並べ

るので 3通りです。

実際は，百の位だけは０を並べてはいけないので 5通りではなくて

4通りになります。

全部で，4×4×3＝ 48 (通り)の整数ができます。

(2) 奇数になるためには，一の位が奇数であればよいので，一の位に１か３かのどち

らかを並べます。

一の位を１にしたとき，０のカードを百の位でも並べていいなら，

百の位は０，２，３，４のいずれかなので 4通り，十の位は百の位

以外のどれかを並べるので 3通りです。

実際は，百の位だけは０をならべてはいけないので 4通りではなくて

3通りになります。

よって，一の位を１にしたときは，3×3＝ 9 (通り)の奇数ができます。

一の位を３にしたときも，やはり 9通りの奇数ができますから，全部で，9×2＝ 18

(通り)の奇数ができることになります。

百 十 一

345

百 十 一

345

4

百 十

34

１

4

百 十

3

１

3
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 11

色は 4色ですが，場所は 5つあります。よって，どこかとどこかを同じ色にしなけれ

ばなりません。

「色をぬり分ける」ときには，となり同士を同じ色にしてはいけません。

よって，同じ色をぬることができるのは，はなれている場所である，アとエ，アとオ，

イとエ，イとオの 4パターンあります。

アとエを同じ色にする場合，アとエにぬる色は 4色のうちどれかなので 4通り，イに

ぬる色はアとエ以外の 3通り，ウはそれ以外の 2通り，オはそれ以外の 1通りになり，

全部で，4×3×2×1＝ 24 (通り)のぬり分け方があります。

「アとエ」パターンの場合は 24通りのぬり分け方ができることがわかりました。

「アとオ」パターンも，「イとエ」パターンも，「イとオ」パターンも，やはり 24通り

のぬり分け方があります。

全部で，24×4＝ 96 (通り)のぬり分け方があることになります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 12

「選ぶ」だけで，「選んでから並べる」わけではないことに注意しましょう。

6×5
(1) 「 6本中 2本を選ぶ」のですから， ＝ 15 (通り)の組み合わせがあります。

2×1

6×5×4
(2) 「 6 本中 3 本を選ぶ」のですから， ＝ 20 (通り)の組み合わせがあります。

3×2×1

(3) たとえば，君が 100 体の人形を持っていたとします。その 100 体のうち，98 体を選

んで他の人にあげなければいけないとします。そのとき，98体を選びますか？98体を

選ぶのではなくて，「他の人にあげない 2体を選ぶ」のではないですか？

つまり，「 100 体の中から 98体を選ぶ」というのは，「 100 体の中から 2体を選ぶ」

ことと同じなのです。

同様に考えて，(3)の問題である「 6本の中から 4本を選ぶ」というのは，「 6本の中

から 2本を選ぶ」ということと同じです。よって，(1)と同じことになりますから，答

えは 15通りです。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 13

5×4
男子は「 5人中 2人を選ぶ」のですから， ＝10 (通り)です。

2×1

女子は「 3人中 1人を選ぶ」のですから，もちろん 3通りです。

男子 2人の選び方は10通りですから，10本の通り道があることと同じです。

女子 1人の選び方は3通りですから，3本の通り道があることと同じです。

よって右の図のＡからＢを通ってＣまでの通り道は何通り

あるかという問題と同じことになるので，10×3＝ 30 (通り)です。 Ｂ
ＣＡ
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 14

三角形を作るには，3個の点が必要です。

全部で 6個の点があり，その中から 3個の点を選ぶことになります。

6×5×4
「 6個中 3個の点を選ぶ」のですから， ＝ 20 (通り)の選び方があります。

3×2×1

しかし，できる三角形は 20個ではありません。

なぜなら，3個の点を選んでも，三角形ができないことがあるからです。

アの直線にある点 3個を選んだ場合，三角形はできません。

また，イの直線にある点 3個を選んだ場合も，三角形はできません。

よって，「 6個中 3個の点を選ぶ」20通りのうち，2通りの場合は三角形ができないこ

とになります。

三角形ができるのは，残り 20－2＝ 18 (通り)ですから，できる三角形は 18個になりま

す。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 15

(1) 1 つの試合をするとき，2チーム選んで試合をさせます。

全部で 8チームあるのですから，8チーム中 2チームを選んで試合をさせることにな

ります。

8×7
「 8チーム中 2チームを選ぶ」のですから， ＝28 (試合)です。

2×1

(2) 負けチームに注目します。

1試合するごとに，1チームが負けます。

もし 3試合したら，3チームが負けます。

もし 5チームが負けるのなら，5試合することになります。

優勝が決まったとき，優勝チームは負けていませんが，優勝チーム以外はどこかで

負けたはずです。

全部で 8チームあるのですから，優勝チーム以外の 7チームが負けました。

7チームが負けるためには，7試合することになります。

このようにして，Ｎチームのトーナメント戦をする場合は，(Ｎ－1)試合が行われる

ことになります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 16

(1) 5 の倍数になるためには，一の位が 0か 5でなければなりません。

0というカードはないので，一の位は 5で決まりです。

百の位には，5以外の4枚のどれにしてもよいので，4通りの

並べ方があります。

十の位は，百の位で使った以外の 3通りの並べ方があるので，全部で 4×3＝ 12 (通

り)の整数ができます。

(2) 4 の倍数になるためには，十の位と一の位でできる 2けたの数 (下 2けた)が，4の倍

数であればＯＫです。

4の倍数になるためには，せめて偶数でなければならないので，一の位は2か 4です。

一の位が 2のとき，下2けたが 4の倍数になるのは，12，32，52です。

一の位が 4のとき，下2けたが 4の倍数になるのは，24のみです。

よって， １２， ３２， ５２， ２４が 4の倍数です。

１２の場合， には 3，4，5のいずれかが入るので 3通りできます。

１２， ５２， ２４の場合も 3通りできるので，全部で 3×4＝ 12 (通り)でき

ます。

(3) 3の倍数になるためには，各位の和が 3の倍数にならなければなりません。

各位の和が 3の倍数になるのは，連続 3個である 123，234，345と，とびとび連続で

ある 135が考えられます。123，234，345，135の 4パターンが考えられるわけです。

123パターンの場合，123，132，213，231，312，321の 6通りの整数ができます。

他のパターンの場合も，すべて 6通りずつできますから，全部で，6×4＝ 24 (個)の

3の倍数ができます。

4

百 十

3

５
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

重要問題チェック 17

(1) 黒玉を×，白玉を〇とすると，黒玉は 2個あるので××，白玉は5個あるので

〇〇〇〇〇です。全部で，2＋5＝ 7 (個)あります。

これを，7 個全部白玉にすると，〇〇〇〇〇〇〇となってしまいますが，これでは

いけませんね。この 7個のうちのどれか 2個を選んで，×にしなければなりません。

7×6
つまり，「 7個中 2個を選ぶ」のですから， ＝ 21 (通り)の並べ方があります。

2×1

(2) 黒玉を×，白玉を〇，赤玉を△とすると，黒玉は 5個あるので××××，

白玉は 2個あるので〇〇，赤玉は 1個なので△です。全部で，5＋2＋1＝ 8 (個)ありま

す。

これを，8 個全部黒玉にすると，××××××××となってしまいますが，これで

はいけませんね。この 8個のうちのどれか 3個を選んで，〇と〇と△にしなければな

りません。

8×7×6
つまり，「 8個中 3個を選ぶ」のですから， ＝ 56 (通り)の並べ方があります。

3×2×1

しかし答えは 56通りではありません。なぜなら，3個を選んで〇と〇と△にするの

ですが，その 3個を「〇と〇と△」，「〇と△と〇」，「△と〇と〇」にする 3通りの方

法がありますね。

56 通りのそれぞれに対して，3通りずつの〇と〇と△の並べ方があるのですから，

全部で 3×56＝ 168 (通り)の並べ方があることになります。



- 19 -

シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 1

(1) いちいち赤，青，黄，緑と漢字で書くのはめんどうなので，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄにしま

す。

よって，「Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4つの箱に，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4つのボールを 1つずつ

入れる」ことになります。

Ａの箱にＡのボールを入れた場合，のこりのＢ，Ｃ，Ｄの箱には，ちがう色のボー

ルを入れる必要があります。

右のように，2通りの入れ方があります。

Ｂの箱にＢのボールを入れた場合も同じように 2通りあり，

Ｃの箱にＣのボールを入れた場合も2通り，

Ｄの箱にＤのボールを入れた場合も2通りですから，

全部で，2×4＝ 8 (通り)の入れ方があります。

(2) 「完全順列」「かくらん順列」「モンモール数」などの名前がついている，有名な問

題です。

この問題も，「Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4つの箱に，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4つのボールを 1つ

ずつ入れる」問題にします。

Ａの箱にＡのボールを入れてはいけません。

Ａの箱にＢのボールを入れる場合，右のように，3通りの

入れ方があります。

Ａの箱にＣのボールを入れる場合も，同じように 3通りの入れ方があります。

Ａの箱にＤのボールを入れる場合もやはり 3通りの入れ方があります。

全部で，3×3＝ 9 (通り)の入れ方があります。

箱 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｃ Ｄ Ｂ
Ａ Ｄ Ｂ Ｃ

箱 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ Ａ Ｄ Ｃ
Ｂ Ｃ Ｄ Ａ
Ｂ Ｄ Ａ Ｃ
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 2 (1)

はじめにＡに小石があるのですから，ちょうど 1まわりして，5 目もり進んでＡに

もどってくる場合をまず考えます。

さいころを2回ふって 5目もり進むのですから，「 1＋4」，「2＋3」，「 3＋2」，「 4＋1」

の，4通りの目の出方があります。

また，ちょうど 2まわりして，10目もり進んだときにＡにもどってきます。

さいころを 2回ふって 10 目もり進むのですから，「 4＋6」，「 5＋5」，「 6＋4」の，

3通りの目の出方があります。

ちょうど 3まわりして，15 目もり進んでＡにもどってくることはありません。なぜ

なら，さいころを 2回ふったときには，最大で 6＋6＝ 12 (目もり)しか進まず，15目も

り進むのは無理だからです。

よって，ちょうど 1まわりしたときは 4通り，ちょうど 2まわりしたときは 3通り

なので，全部で 4＋3＝ 7 (通り)になります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 2 (2)

さいころを 3回ふったときの最大の和は，6×3＝ 18です。

小石がＥにくるのは，和が 4目もり，4＋5＝ 9 (目もり)，9＋5＝ 14 (目もり)のときで

す。14＋5＝ 19 (目もり)のときは，18を超えているので無理です。

和が 4目もりの場合 … 「112」パターンのみです。

和が 9目もりの場合 … 「 126 」，「 135 」，「 144 」，「 225 」，「 234 」，「 333 」のパタ

ーンがあります。

和が 14目もりの場合 … 「 266」，「356」，「 446」，「 455」のパターンがあります。

これらのパターンのうち，「 126」「 135」「 234」「 356」パターンは，「ちがうもの 3

つ」のパターンですが，たとえば「 126」なら，(1，2，6)，(1，6，2)，(2，1，6)，

(2，6，1)，(6，1，2)，(6，2，1)のように，6通りずつあります。

全部で，6×4＝ 24 (通り)あることになります。 …(ア)

「 112 」「 144 」「 225 」「 266 」「 446 」「 455 」パターンは，「同じもの 2つとちがう

もの 1つ」のパターンですが，たとえば「 112」なら，(1，1，2)，(1，2，1)，

(2，1，1)のように，3通りずつあります。

全部で，3×6＝ 18 (通り)あることになります。 …(イ)

最後に，「 333」パターン。これは (3，3，3)の 1通りのみです。 …(ウ)

以上，(ア)，(イ)，(ウ)全部合わせて，24＋18＋1＝ 43 (通り)になります。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 3

この四角すいに，上から力を加えてぺしゃんこにして，
ちから

右のような図にした方が，書きやすくなります。

さらに，ＣからＥの記号をつけ加えておきます。

まず，1秒後に進める点について考えます。

Ａから 1秒後に，Ｂまで進む方法は，Ａ→Ｂの 1通り。

Ａから 1秒後に，Ｃまで進む方法は，Ａ→Ｃの 1通り。

Ａから 1秒後に，Ｄまで進む方法は，Ａ→Ｄの 1通り。

Ａから 1秒後に，Ａまで進む方法はありません。

次に，2秒後に進める点について考えます。

Ａから 2秒後にＡまで進む方法は，1秒後にＢにいたところから

Ａまで進む方法が 1通り，Ｃ，Ｄ，Ｅも同じように 1通りあります

から，1＋1＋1＋1＝ 4 (通り)になります。

(次のページへ)

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

ＣＤ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ1Ｄ1

Ｅ1

Ａ0

Ｂ1

Ｃ1Ｄ1

Ｅ1

Ａ0

Ｂ1
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

Ａから 2秒後にＢまで進む方法は，1秒後にＡにいたところから

Ｂまで進む方法が 0通り，1秒後にＣにいたところからＢまで進む

方法が 1通り，Ｄからは無理，1秒後にＥにいたところからＢまで

進む方法が 1通り，全部で，0＋1＋1＝ 2 (通り)になります。

Ａから 2秒後にＣまで進む方法もＢと同じく 2通り，ＤもＥも

同じく 2通りですから，2秒後には，右の図のようになります。

3秒後は，Ａは 2＋2＋2＋2＝ 8，Ｂは 4＋2＋2＝ 8，ＣもＤもＥも

8通りですから，右の図のようになります。

4 秒後にＢに進むような方法は，Ａから 8通り，Ｃから 8通り，Ｅから 8通りですか

ら，8＋8＋8＝ 24 (通り)になります。

Ｃ1Ｄ1

Ｅ1

Ａ0

Ｂ1

Ｃ2Ｄ2

Ｅ2

Ａ4

Ｂ2

Ｃ8Ｄ8

Ｅ8

Ａ8

Ｂ8
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 4 (1)

下の図のように，全部で 6個作ることができます。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 4 (2)

のような正方形は12個作ることができます。3×4＝ 12 (個)ということです。

のような正方形は，下の図のように 6個作ることができます。2×3＝ 6 (個)と

いうことです。

のような正方形は，下の図のように 2個作ることができます。

1×2＝ 2 (個)ということです。

(次のページへ)
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

のような正方形は 6個作ることができます。(1)で求めました。

ここまでで，全部で 12＋6＋2＋6＝ 26 (個)です。これを答えにしてしまうマチガイが

多いですが，まだ，次のような正方形を作ることができます。

全部で，26＋4＝ 30 (個)の正方形を作ることができます。
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 5

以下の解説は，考え方はむずかしいですが，計算はとても簡単です。

右の図のように，ボールが 10個あった

としましょう。

もし，「Ａは 2個，Ｂは 3個，Ｃは 1個，Ｄを 4個」をもらうとしましょう。

そのときは，右の図のように 3本の

区切り線を書いて，左からＡが 2個，

Ｂが 3個，Ｃが 1個，Ｄが 4個をもら

うことになります。

もし，「Ａが 3個，Ｂは 4個，Ｃは

2個，Ｄは 1個」をもらうなら，右の

図のような 3本の区切り線になります。

よってこの問題は，右の図のような

アからケの 9本の線のうち，どの 3本を

区切り線にするか，という問題になりま

す。

9×8×7
「 9本中，どの 3本を選ぶか」ですから， ＝ 84（通り）になります。

3×2×1

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 6

まず，4段の階段ののぼり方について考えます。

4段目の段をふむ前には，何段目の段をふんでいたでしょうか。

3段のぼって 4段目の段をふんだ場合は，その前には 1段目を

ふんでいました。

1段目までののぼり方は1通りのみです。

2段のぼって 4段目の段をふんだ場合は，その前には 2段目を

ふんでいました。

2段目までののぼり方は，問題に書いてある通り 2通りあります。

1段のぼって 4段目の段をふんだ場合は，その前には 3段目を

ふんでいました。

3段目までののぼり方は，問題に書いてある通り 4通りあります。

よって，4段の階段ののぼり方は，1段，2段，3段の階段ののぼ

り方の和になって，1＋2＋4＝ 7 (通り)になります。

同じように考えて，5段の階段ののぼり方は，2段，3段，4段の

階段ののぼり方の和になり，2＋4＋7＝ 13 (通り)です。

6段の階段ののぼり方は，4＋7＋13＝ 24 (通り)，

7段の階段ののぼり方は，7＋13＋24＝ 44 (通り)，

8段の階段ののぼり方は，13＋24＋44＝ 81 (通り)，

9段の階段ののぼり方は，24＋44＋81＝ 149 (通り)になります。

注意 9段の階段ののぼり方だけを簡単に求める方法はありません。

1段のとき，2段のとき，……と，地道に計算していくしかないのです。

1，2，4，7

1 2 3 4
段 段 段 段

1，2，4，7，

1 2 3 4 5
段 段 段 段 段

13

1，2，4，7，

1 2 3 4 5 6 7 8 9
段 段 段 段 段

13，24，44，81，

段 段 段 段

149
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

ステップアップ演習 7

問題の意味がわかりにくいです。しっかり読みましょう。

特に，「となり合うどの 2個についても，必ずＡが 1個はふくまれる」という問題文の

意味がわかりにくいです。

たとえば 2個が「〇□」のようにとなり合っていたとしたら，必ずＡが 1個はふくま

れるのですから，〇と□のどちらかは必ずＡになっているということです。もちろん，

〇と□のどちらもＡになっていてもかまいません。

もし，「Ａ□」となっていたら，もう 2個のうちの 1個はＡがふくまれているのですか

ら，□はどんな記号でもよいので，ＡでもＢでもＣでもＯＫになります。

「Ｂ□」となっていたら，必ずＡが 1個はふくまれるようにするためには，□はＡに

しなければなりません。

「Ｃ□」のときも，□はＡにしなければなりません。

では，まず「 1個の記号の並べ方」から，考えていきましょう。

1個のときは，右の図のように，Ａのみ，Ｂのみ，Ｃのみの

いずれもＯＫです。

2個のときは，Ａの右どなりにはＡ，Ｂ，ＣいずれでもＯＫで，

Ｂの右どなりはＡのみ，Ｃの右どなりもＡのみになります。

3個のときも，Ａの右どなりにはＡ，Ｂ，ＣいずれでもＯＫで，

Ｂの右どなりはＡのみ，Ｃの右どなりもＡのみになります。

3個のときは，11通りの並べ方があります。

(次のページへ)

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

ＡＢ

Ｃ

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

3個のときは，右の表の通り，11通りの並べ方がありましたね。

このまま 4個，5個，6個，7個のときとやっていっては，時間もか

かるし，複雑すぎてミスしてしまうでしょうね。

そこで，1個から 3個のときのようすを，樹形図であらわすのでは

なく，表にしてきまりを見つける方法で解くことにします。

1個のときは，Ａが 1通り，Ｂが 1通り，Ｃが1通り，

合計 3通りですから，右の表のようになります。

2個のときは，ＡＡ，ＡＢ，ＡＣ，ＢＡ，ＣＡとなりますが，右はし

がＡのものが 3通り，Ｂのものが 1通り，Ｃのものが 1通り，合計 5通

りですから，右の表のようになります。

3個のときは，ＡＡＡ，ＡＡＢ，ＡＡＣ，ＡＢＡ，ＡＣＡ，

ＢＡＡ，ＢＡＢ，ＢＡＣ，ＣＡＡ，ＣＡＢ，ＣＡＣとなり

すが，右はしがＡのものが 5通り，Ｂのものが 3通り，Ｃの

ものが 3通り，合計 11通りですから，右の表のようになります。

表をよく見ると，1個のときの合計個数が 2個のときのＡにな

り，2個のときの合計個数が 3個のときのＡになっています。

また，1個のときのＡが2個のときのＢやＣになり，2個のとき

のＡが 3個のときのＢやＣになっています。

同じように書いていくと，右の

表のようになり，7個の記号の並べ

方は 171通りあることがわかります。

(次のページへ)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

ＡＢ

Ｃ

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

11

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

11

5

5

21

4個

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

11

5

5

21

4個

21

11

43

5個

43

85

43

171

7個

11

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

11

5

5

21

4個

21

11

43

5個

21

43

21

85

6個

11

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

1

1

1

3

個数 1個

3

1

1

5

2個

5

3

3

11

3個

11

5

5

21

4個

21

11

43

5個

21

43

21

85

6個
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シリーズ６上第８回 くわしい解説

参考 他の求め方が 2種類あります。

「前の前の数×2＋前の数＝次の数」という決まりがあります。

それによると，

1番目は 3，

2番目は 5ですから，

3番目は 3×2＋5＝ 11，

4番目は 5×2＋11＝ 21，

5番目は 11×2＋21＝ 43，

6番目は 21×2＋43＝ 85，

7番目は 43×2＋85＝ 171になります。

また，「前の数× 2－1」と「前の数× 2＋ 1」のくり返しという決まりもありま

す。

それによると，

1番目は 3，

2番目は 3×2－1＝ 5，

3番目は 5×2＋1＝ 11，

4番目は 11×2－1＝ 21，

5番目は 21×2＋1＝ 43，

6番目は 43×2－1＝ 85，

7番目は 85×2＋1＝ 171になります。


